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最後に農家の椎茸生産技衛の優劣をみるだめ、その指標に 付率 を用いて分析すると、大規模

層が60～88%を 示 しているのに対比 して、中規模層は46～86%、 小規模層は52～79

%と 、生産規模が小さい層にい くにしだがつて構付率の低下を示 していることが明らかになつだo
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まえがき

この研究は、九州地方に潜ける最近の椎茸生産を中心とする主産地形の進展と、その背景、そ

こでの経済主体の役劉などを明 らかにし、農林業構造の変化、変質の実証的分析 を論こな うこと

を欝的 とする(こ の研究は昭和44年 度科学研究費補助金総合研究 一一r-一一th村の経済構造 と林業発

農の研究一一課題番号56925のPt部 である)o

玄 全国的地位,

椎茸生塵 は、戦 後純 粋 培 養 種 菌 法 による入工栽培が普及する乏ともに、北は北海道か ら南

は鹿尾島まで全国的に普及するにいたつたoと くに近年のわが国に溢ける椎茸生産の急増は表一

墨から明らかなように、まことに目覚 ましいものがあるo

表・一壌(単 位 トン)

注 林野庁調べ



例 え ば 昭和42年 の生 産 量 は乾 燥椎 茸 が6,250ト ソ、 生 椎 茸 が29,078ト ンで.昭 和51年 のそ

れ に比 べ る と、 そ れ ぞ れ2.5倍 、50倍icな つ て 齢 り、 全 国 的 にr増 産 の気 運 」 に あ る こ とが う

か が われ るo

表一・2過 去5力 年間の地方別乾 。生椎茸生産割合比較表

注 林野庁調べ

まだ表一2か ら過去5力 年間の地方溺乾 。生椎茸生産劉合をみると、乾燥椎茸の場合、九州地方

が全国生産量の約60%と 最 も大 きな割合(な かでも宮崎 ・大分両県で全国生産量の約1/2を

しめる)を しぬているoま だこの乾燥椎茸に対 して生椎茸は、中国地方、近畿地方、中部地方、

開束地方で大都市の消費市場を中心に不時栽培がすすみ、消費の伸長割合は中部地方、近畿地方

にめざましいものであるo

椎茸生産のこうした急増の原因は①生産技術の開発改良にある。 しかし椎茸生産の場合、現在

の生産技術の段階ではsや はり自然的条件、 とくに気象条件に左右されるoこ のことを九弗地方

に齢ける生産地についてみると、その大部分は山地型気象条件下の地域に存在 していること。ま

た昭和5?年 の気象異変による生産量の減少(前 年に対比 してt8%の 減)を みても明 らかであ

る。②薪炭の需要が減少 したので、それに代る広葉樹類の新しい利用面の開拓、⑤農山村民の所

得の確保 と増大の一環 として、短期現金収入源には恰好のものであつだことo④ 交通機関の発達、

交通網の整備開発によつて消費地からかなp遠 隔の地であつても量産が可能になつたこと、など

があげられるo

しか し一般的には現在の椎茸生産技術では先の①でとりあげた ように椎茸生産は気象条件に左

右されるだめIC不安定であるoそ のだめ投機性に富み、価格の変動が激しく、取b扱 いが難 しい



商品の一つに数えられている。 こうした商品的特性 と、生産地の農業協同組合などが過去におい

て取 り扱いに失敗 しだ幾多の事例があつて、流通市場では商社筋の活動に全 くゆだねられたかの

感があつたo

また、昭和55年 以降の高度経済成長政策と関連 して農業近代化の推進による椎茸生産の協業

化、さらに加えて昭和40年 度から事業が実施された林業構造改善事業に赴いて、椎茸生産に対

し資本装備の高度化一 協業化を伴 う一 の助成策がなされたため昭和59年 指定 の91力 町村

の うち75力 町村(全 体の約8割)が この事業をとbあ げている。このことは今後の問題 として

とくに注目されるo

以上要するに椎茸を生産面か らみた場合、九州地方に溢ける全国的地位は過去、現在を通 じて

乾燥椎茸の場合、 ここ約10力 年 に生産量において約5.2倍 に増大 したにも拘 らず、全生産量の

60数%を 常に堅持 してきてお り、他地方を完全に圧倒 し、流通面においても独占的地位を確保

してきており、まさに名実共に"主 産地"の 地位 を確立 し得 ているといえよう。 しかし、生椎茸

においては、北九州を除いて消費市場に恵まれず、今後 の課題 といえようoと くに福岡県の場合、

北九州市、福岡市とい う大消費市場を控えなが ら、福岡 県の生産面では昭和38年 以降、北九州、

福岡両市場cci'"けるシエアは40%か ら昭和42年 度には29.2%と 低下 していることは注目さ

れ ようo

表 一一3福 岡 ・北九州両市場に距ける主要県別入荷量

2.主 産地形成の背景

九州地方に鉛ける椎茸主産地形成の背景 を、つぎの4点 からさぐつてみることにする。つまb

1)椎 茸の需給事情、2)椎 茸の受入条件、5)椎 茸栽における技術革新と経営革新、4)政 策

のベツク ・アツプなどである0

1)椎 茸の需給嶺情

わが国の経済が、1955年 以降今年 まで平均実質10%以 上の高度経済成長をとげているこ



とはすでに経済白書などで周知のとおりであるが、この間の所得、引いては消費の伸びはきわ

めて大きく、とくに所得弾性値の高い椎茸など成長作 百の需要が急激に伸び元 ことは想像にか

ftく ないoこ れに対 し、供給側の適応は、椎茸が原木仕込みから発生 までかなbの 時間がかか

ること、まだ気象条件の良悪に強 く支醍されていること、さらに原木不足などからかな多立遅

れ、このため需給のアン ベランスが生 じ、1964年 以降は空前の椎茸プー一ムを呼び起こした

ことは当然であろうo

ただ、椎茸の需要量を計測することはきわめて困難であるので、需給のアン・ミランスを反映

すると思われる椎茸価格の動 きをみることとしようo

表一4は 、椎茸価格の年次別推移を、椎茸 ブームのはじまつたとみ られる1965年 以降に

ついて示 したものであるo

表一4市 場溺椎茸価格の推移

注 乾椎茸は福岡県特殊林産普及資料 「椎茸生産 と消費」P25か ら引用o

生椎茸は鍵本椎茸農業協同組合連合会資料κ よつたo

本表 穿みると、乾椎茸価格では1964年 に大幅に上昇 して鉛り、 また生椎茸では、1965

年大阪電場の4o6霞/K?(52%の 上昇)を 最高にこの5ケ 年間に25%～ ろ3%程 度の上昇

を示 しているo一 方この間の椎茸晦当bの 生産費は乾椎茸で900円 前後、生椎茸で200円

前後とみられるので、この5～6年 間いかに椎茸が高い収益性を誇 りえたか明 らかであるo

こうして最近数年間つづいている椎茸の高値と、これによる収益性の高さは、椎茸の需給事

情が、 この間いかにアンベランスであつたかを間接的に物語る何 よりの証拠といえるoこ うし

た椎茸の需給事情が、椎茸主産地形成の第 での背景として取b上 げ られるであろう0

2)九 州地方の特徴的性格(椎 茸の受入条件)



九州地方の農林業を、椎茸生産の受入条件とい う角度から.そ の特微的性格 をさぐつてみるo

このことは・先に述べだ椎茸栽培 ブームの直接原因 お考えられる需給事情の下夕『おいて・と くに

九州地方の栽培熱が きわめて強かつた原因を明らかにするであろうo

さて、 こ灘 τっいては、つぎの5点 があげられるeま ず第 熔に、立地条件に夢いて、九州地方

における椎茸の主産地は、 「山地型」 と「平地型」 と呼べる2つ の土地の型が見 られ、叫地から

平坦部へと面的ひろが 珍が見 られるoす なわち、前者は九州山地を中心としてやや東部 よりに縦

長に帯状の分布を示 している。後者は、大分県国東半島に好例を見るように平均標高100～

299?nの 比較的平坦部に立地 しているoこ れは、椎茸栽培の立地条件や栽培吏の上か ら考えみ

だ場合、前者のr山 地型」の方が古 く、都市周辺に生椎茸生産地が出現 してきだ ように、九州に

論いても生椎茸生産が山地から次築に平坦部へと栽培技術の進歩に伴つて下 りてきたと考えられ

るo

また、椎茸乃生産地は、 いずれも谷筋に発達 している。

生産地の地形を調べて気のつ くことは、河川のある所 に立地して溢り、水と くに湿度を必要 と

することがわかるo主 な谷浄挙げると、筑後用の上流(大 分県日田、玖珠地方、熊本県小国地方)、

大野川の流域(大 分県大鳳 直入、竹田地方)、 番匠川の上流=田 代絹(大 分県宇 目地方)、 耳

川の上流(宮 崎県東、西両臼杵地方)、 一 ッ瀬川の上流(宮 崎県児湯郡)、 菊池川の上流(熊 本

県菊池地方)、 球磨}llの上流(熊 本県球磨地方)で あるo谷 は、東南向 きの地形が多いo北 茜の

モンスーンは椎茸栽培 にとつては有害であると言われ、 また九州山脈の東側の宮崎市の北部地域

の ように冬季のフエーン現象で非講に乾燥するところでは栽培地の選択が重要になつて くると考

え られる。 この ように見て くると九州地方の山地は椎茸生産が古 くからお こなわれていて立地条
ヤ

件に恵まれていることがわかるoこbこ とは見方をかえれば、こうした地域は他地方と異なり一

部を除いて急傾斜ない し緩傾斜地が多 く、椎茸以外に有利 な成長作 目が立地 しがたい事情にある

といえ ようoこ のことは、裏からみればもつと安定的な作 欝と雛われる米作が、九州の一部(福

岡、佐賀、熊本)を 除いて主産地形成を確立するにだる広面積の平野に恵まれていないことを物

語るものといえるoこ のことが椎茸ブームの到来により、椎茸栽培をさらに拡大 していつだ とい

え ようo

第2に 、原木条件、九州地方で椎茸原木として最 も多 く使用されているのはクヌギ、ナラ、シ

デ、カシなどであるが、なかでも更新の面から崩芽が旺盛で、椎茸発生量が多 ぐ、楕木の寿命の

長いクヌギが貯まれるoそ こで、椎茸原木蓄積量 と椎茸生産量の相関を調べてみるとs2。3の ・

町村(例 えば、大分県野津原町、九重町など)を 除いて明らかに正の相関関係にあり、原木資源

の豊富な地域は、椎茸の生産量が多 く、大分県で敏県下一円に平均 して生産されているが、宮綺



県では県北、熊本県では県北と県南に偏在する原因となつている。 しかし、大分県での野津原

の ようにまだ原木が木炭と競合 している所や九重町の ように大規模生産者が多 く原木が枯渇 し

て国有林や他町村か らの購入に依存 している場合もある〇九州の原木資源は、表一5に よると

約551万 ㎡で大分県が54.1%で 最 も多 く、宮崎では東西両臼杵郡の県北に偏在し、長崎県

では対馬に多いo最 近の椎茸ブームに伴つて生産の増加で原木は不足 してteb、 原木価格(熊

本県、クヌギ)も1㎡ 最高8,000円 とい う高騰ぶ りであるo

表 ・-5九 州の椎茸原木資源(1965、 九州林政連絡協議会)

注(1)立 木材積(単 位 千 ㎡)(2)樹 種(く ぬ ぎ、 な ら、 しで)(3)昭 和40年6月 調 ぺ

第5に 、労働力条件に瘡いて.本 地方は一部工業地帯(北 九州市周辺)を 除いて、東 日本

(と くにいわゆる"東 海道メガロポリス")に 鉛けるような集中的工業地帯が少ないため、椎

茸生産に必要な労働力を比較的容易に、かつ低賃金で調達 しうる強味を有 しているo椎 茸生産

の ように労働集約的な作目に…臣いては、この点は受入条件 としてきわめて有利な要因 といえよ

うo

第4に 、資本条件に鉛いては、本地方は先にも述べたとおり古 くから椎茸生産地 として知 ら

れている地域が各県に点在 して齢り、これ らの地域の椎茸生産農家群は椎茸価格の上昇と生産

面の安定化によつてかなりの資本蓄積 をおこない得て、原木林の育成をおこない、経営規模の

安定的拡大を計つてきている。なむ、最近新たに椎茸生産を導入する農家に対 しては、後に述

べる政策的 ベック・アツブにより制度融資がかなり豊富に供給され、あるいは補助金の投入 も

活発である点 をみのがしえないであろ う。

第5に 、九州山間地方の主産物構成をみると、従来成長生産物の中核 となつていた木炭が、

燃料革命によつて需要が急減 し、斜陽化 していつたoこ うした点か ら、いわば背水の陣 を引い



て椎茸生産の導入に積極的取夕組みをしだとい う事情が、九州地方に蘭ける椎茸生産の受入条

件 として有利に作用 し允とみることができようo

5)椎 茸栽培に齢ける技衛革親と経営革新

九州地方において古 くから椎茸の主産地形成がすすめられ允背景の一つとして、つぎの2っ

の革新を見逃すことができない01つ は、椎茸菌の 「天然接種法」か ら「純粋培養種菌法」へ

の椎茸栽培1《齢ける技術革新であb、 いま1つ は0.S。Kの トレードw・一クで有名な 「椎茸農

業協同組合」の存在である。

椎茸に胞子があることがわかつ允のは慈末の頃 らしく、学問的に究明の端緒 を開いたのは三

重県の木草学者丹羽修治で明治f5年(1882)に 香輩一覧を著わ しているoそ の後、明治

25年(1899)に は薪潟県の菌輩学者田中長嶺力噛 輩 穏録と椎茸模型を第 ろ回観業博覧会

に鐵品 して注§され、2年 後の明治25年 には香輩 培養図解を著わし、胞子から椎茸発生まで

の経過を明らかにしだo彼 はこの原理 を実用化するだめ完熟婿木の粉k、 伐採 した原木scee目

を入れてふ りかけ、は じめて人工的に椎茸を発生させることtc成功 している。明治51年

(1898)の ことであるo

大分県椎茸同業組合(明59年 ・・k-t906-一 創立)一一w-m.現在の椎茸農業協同組合の前身

の技術員淵野新(大 分市萩原出身)は 、 この方法にヒントを得て、完熟滑木の木片を伐採 しだ

原木に打ち込み、椎茸を発生させ ることに成功 しているoこ れがふ りかけ法 よ珍成績が よかつ

たので、同業組合は、 この方法による栽培に補助金を出 して奨励するようになつだといわれるo

昭和 壌7年(1942)に なると現在広 く採用されている胞子から菌糸を培養 した木片(駒)

の製造、打込方法を森喜作が考察 して特許を得ているo胞 子を嗣御 したこのr純 粋培養糸法」

は椎茸栽培史上の大革命と言われているo

大分県ではこの画期的な新栽培法を終戦後逸早 く取 り入れ、消化吸収 して、この方法の真価

を全国に証明し、これまで椎茸栽培がr茸 山師」 といわれる専門家的特殊技術者に担われてい

たものを、この新技術の普及を契機として、山村農家への椎茸生産導入の面的拡大を可能にす

ることに よつて主産地の密度を一段と高めるとともに、主産地形成の進展をスピ・一ド ァッブ

したことは、とくに注 昌に値するo

後者のr大 分県椎茸農業協同組合」はo、S.Kの5レ ー ドマークで国内電場は勿論、海外市

場 を制圧している◇ この要因の第 肇は生産量に塾いて全国第 壌位をしめ、集荷率 も85%(昭

和59年)と 高いo第2は 優秀な乾燥技術、第5は 品種の統一 と厳重 な選別、秤量などであるe

これらの成果 を上げ得たのは、 この組織体の誕生であり、それを支えてきた指導層 と組合員が

一一体となつて椎茸主産地形成の"中 昧"の 充実
、体質改善を鉛こなつだことは高 く評価されて



よい で あ ろ うo

表一6椎 茸菌 と栽培技術の変遷

4)政 策のベツク 。アツプ

もともと、椎茸に対 しては、農業 と林業の谷間といわれ、政策的援助は農林業部門中もつとも

薄いとされていたoと ころが、これまで農山村において 現金収入源の主役を担つていた木炭が、

燃料革命によつて需要が急激に減少すると、 これまで副役的な存在であつた椎茸に対 して、遅ま

きなが ら主として金融面 よりの パック 。アップが始められ、さらに農 。林業構造改善事業とくに

林業構造改善事業の開始により、本格的に椎茸生産への政策的 パック 。アツプが取 り上げ られる

ようになつたoと くに九州に齢いては椎茸を取9上 げている地域が圧倒的に多 く、 この構造改善

事業が椎茸の主産地形成の進展に貢献するところ大であつたといえるo

以上、明らかに したように、九州地方tctsけ る椎茸主産地形成 は、先に述べた4つ の背景、換

言すればで〔椎茸の需給事情 〕をいわば必要条件とし、2〔 椎茸の受入れ条件 〕、5〔 椎茸生産に

おける技術革新と経営革新 〕、4〔政策の ・cック。アップ 〕を充分条件として、進展 し得たといえ

る0

3.要 結

1)椎 茸を生産面からみた場合、九州地方に齢ける全国的地位 は過去、現在 を通 じて、常時、

全国生産量の約6割 を堅持 し、他地方を完全 に圧倒 しており、また流通面C(isい ても独占的地位

を確立 している。

2)近 年、わが国の経済の高度成長にともなつて、椎茸の需要は上昇 したが、これに対する供

給側の適応は、自然的、技術的、諸条件の不利や原木不足などから立遅れ、そのため需給のアン

ベランスが生 じている0

5)九 州地方の農林業を椎茸の受入条件 とい う視角か ら、その特徴的性格をさぐつてみると、

①椎茸が古 くから勘 こなわれていて、立地条件に恵まれている地域は他地方と異なり一部を除い



て急傾斜ない し緩傾斜地が多 く、椎茸以外に有利な成長作目が立地 しがたい事情1てあるといえるo

②原木条件を椎茸原木蓄積量 と椎茸生産量 との相関で調べてみると、2、5の 町村 を除いて明 ら

かに正の相関関係にあり、原木資源の豊富な地域は、椎茸の生産量が多い。⑤労働力条件におい

て九州地方は一部の工業地帯を除いて、東日本に溢けるような集中的土業地帯が少ないため、椎

茸生産に必要な労働力を比較的容易に、かつ低賃金で調達 しうる強味 を有 している。④資本条件

をみだ場合、これらの地域の椎茸生産農家群は椎茸価格の上昇と生産面の安定性 とに支え られ、

相当額の資本蓄積 を齢こない得て、原木林の育成と経営規模の拡大を計つてきている。まだ最近

では政策的 ベック ・アツブによる制度融資の供給と補助金の投入とが活発に論こなわれている点

をみのが しえないo⑤ 従前の木炭生産地域は、木炭需要の急減の華応策 として、この椎茸を導入

したoこ のことが椎茸の主産地形成 に有利に作用 した、などの諸点が上げ られる。

4)椎 茸栽培が 「茸山師」といわれる数少ない技術者的な人々に担われていたときからみると、

今 日もつとも普及 している純粋培養菌糸法の技術革新 を契機に、山村農家への椎茸生産導入る・可

能にし、主産地の密度を一段 と高め、その進展をスピー ド。アツプした ことは、注 目される。

5)椎 茸生産者の組織体一 椎茸専門農業協同組合一 の誕生 と、 これを支えてきた技術指導

層と組合員 との一体的な体質改善が主産地形成の中味を充実してきている0

6)林 業 と農業との境界点に ある椎茸生産は、従来政策的援助の薄い作目の一つであつた。し

かし近年は農林業構造改善事業 などに よつて本格的に椎茸生産への政策的 ベック ・アップがなさ

れるようになつたo

以上のことを要約すると、九州地方1ておける椎茸の生産地形成は、その背景 として、椎茸の需

給事情をいわば必要条件 とし、椎茸の受入条件、技術革新、体質改善、政策の ベック・アップな

どを充分条件 としなが ら進展 したといえようo


